



































































































ＡＬはもともと歩行支援などに使われる医療・福祉用のロボットスーツで、今回開発されたの その改良モデル。今年の７月に依頼を受け、 約２カ月で開発した。いまだに事故 収束 見通しが立たない東京電力福島第一原子力発電所など、放射線量が高い場所での作業に活用されることが期待される。　
現在事故の収束作業に当



























た」とゴール直後のインタビューで笑顔で話した２０００年五輪金メダリスト高橋尚子さんのすごさを改めて感じた▼４月。朝７時から１人で走った。練習量を増やしすぎて膝を痛め、１カ月走れなか ６月。暑さを避けて深夜に黙々と走った夏。完 するんだという気持ちが孤独な私を突き動かした▼レース中は１人ではなかった。沿道からは多くの声援声をかけ れるとなぜか力が湧いてくる。同じＴシャツを着た「つくばマラソン」の受講生 名前がわからなくても、 がんばれ」 と声を掛け合い、レース後も健闘をたたえ合った。共通体験が新たなつながりを生んだのだ▼現代は人と人との関係が希薄 「無縁社会」と言われる。だが、マラソンで感じた絆は無縁社会を打破する 望の光だと確信した。今後はいろいろな人に声をかけてみようと思う。もしかしたらその人は１カ月誰とも話をしていない か れないから。
















































































































































から見た の形を画面に描くとコンピュータが 動で奥行きを付けて、立体生成する。また、画面上で人型の模型を座 せて、座り心地やバランスが取れいるかを確認したりでる。これらの機能は、剛体シミュレーションと呼ば
れ、物体を変形しない剛体であると仮定して計算を行う方法で実現されている。　
完成した椅子は板を組み
合わせて作る構造になっおり、その部品図はソフトが自動的に算出す 。これをレーザーカッターなどで切り出し、手順 従って組み立てれば完成だ。椅子だけではなく、テ ブルやベッドなどの家具への応用が期待されている。　
海外ではこのソフトで


































































会社ということもあり、自分にできるかどうかではなく、 「まず やってみてから」と考えて決断する機会が多くありました。その結果が 現在の自分につながっていると思います　
皆さんも、これまで生













































































には学校 行くための出生証明書のない子供たちがたくさん住んでいます。経済発展 中、地方から上京した親が仕事を得られなかったため彼らは川の上に簡素な家を浮かべて生活して ます。　
貧しくて恵まれない子供たちで
すが、そのハンディをみじんも感じさせることはありません。その元気さはけた外れで、こちらが注意してもちょっとやそっとのことでは言うことを聞きません。時間があれば場所をみつけて にかく遊びまわり、貧しい環境の中、小さい頃から両親の仕事や家事を手伝わなければならず、 親に頼らず、常に自立していなければならないので、他の子供と比べ物にならないほど肝が据わっ て、そん彼らに何度も驚かされました。　
ここベトナムの魅力といえば、































































































業を受けてみた。専攻の授業は理系の内容だからかもしれないが、何年に渡っその授 の内容というのは変わってい と感じた。もちろん、先生が同じである限り授業内容自体は仕方がないとしても 教科書や





れている農家への直接支払いの枠組みを強化 ていく必要があ 。環境に配慮した、日本が今後育成して こうとする農家や農業法人に、国 直接支払いを行うのである。農業者は努力できるところを自ら努力し、不可能な部分は政策で補う、そのためには国としての明確なビジョンが必要 ある。それなし ＴＰＰ・例外なき関税撤廃 進めるのは文字通り拙速であり、ようやく見え始 てきた新しい農業の形をも崩壊させてしまう　　　　
　（生環・教授） （生資３年）
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ONE STEP in the NIGHT
















at the University of Tsukuba
7th (Wed.) 16:00-17:30, 1D201
朝の交通安全指導
Morning Traffic Safety Guidande
1st (Thurs.) - 7th (Wed.) 8:10-8:40 
夜の交通安全指導
Night Traffic Safety Guidande
1st (Thurs.) 17:30-18:30 
飲酒マナー講習会
Drinking Manners Course
5th (Mon.) 18:00-19:00, 1D201 
安全ポスター展
Safety Poster Exhibition









































は、タムラ氏とアートプロデューサーである小田井真美氏によるトークイベントも行われ、現在のアートシーンについてなどが語られた。アートギャラリーＴ＋は、芸術系の学生・教職員の制作の発表の場として設けら ている。  タムラ氏は、目標や主張
を持たせない、 「 品そのものが目的」という考えもと、インパクトの強い芸術作品を世に生み出している。今回展示された「６Ａ２１４のための接点」もまた、 とても印象深い作品だ。回転するチェーンから吊り下げられた金属 棒が、金属板をこするこ で接点部分から火花を散らす。そし
て同時に、壁に取り付けられた大小さまざまな白熱灯が点灯する。金属の棒が金属板から離れると同時 白熱灯の光は消え が、ベル


































































































































































　　　  　　　  　　　   東洋経済新報社
‘13 　最新最強のSPI クリア問題集
　　　　　　      　            成美堂出版 　　　　
スティー ブ・ジョブズ　1　
　　　            W・アイザックソン/講談社






　　　　　         　     東川篤哉/小学館
スティー ブ・ジョブズ　2　
　　　            W・アイザックソン/講談社
図鑑 筑波  
 
 























































































































































































































































































界へ一歩踏み出し、新たな気づき ・ 発見 得てほしい、という思いが込められ いる。店舗では、ドリ クや食べ物の提供だけではなく、イベントを開催できたり、作品展示が行えたりするなど、誰でも気軽に利用できる空間にする予定だ。
メニューも、つくばの新名物つくば丼や、つくばの店から仕入れたコーヒーやデザートを提供する。　
つくば市は、研究学園都






































作ってもらいたい。それには、企画段階から市民の声を取り入れ ほし 」と話した。祭で多くの人にその店の料理を食べてもらい、地域の飲食店を盛り上げ、住民同士 結びつきを深めたいという。
回ほど展示される。今年の学園祭では１３００人ほどの来場者数を記録した。学外のギャラリーを借りて展示を行う人もおり、それぞれが思い思いに活動している。　
写真の魅力について、

























































































































































































































筑 波 大 学 新 聞 第 297 号 （8）トピックス2011 年（平成 23 年）12 月 5 日（月）
　
スケッチブックを抱えると、家を飛








ビューの契機となった。吹き出しやセリフがない漫画 『爆弾とリボン』 が、 「三菱ケミカル・ジュニア・デザイナー・アワード」で２００９年、 日比野克彦・東京芸術大学教授による審査員特別賞
を受賞。後に即売会で編集者の目に止まり、今年７月『爆弾にリボン』のタイトルで単行本化された。　
作中では、主人公の女子中学生が不




だった。女性作家は自分よりも若い少女たちに向け、女性としての生き方を提示する。山本さんはこうした作品を読むことで、誰にも相談できなかった悩みを他人と共有できた気がした。　「漫画家に憧れていたが、なりたいとは思わなかった。ただ絵を描くきっかけになった」 。結果、芸術系の大学に進むことを決意。本学には油 で入学したが、性に合わないと、構成専攻を選ぶ。立体造形など、あらゆる講義に足を運んだ 絵とは距離を置いてきた。しか 卒業制作を目前に「自分の表現」とは何かを突き詰めていき、漫画という答えにたどり着いた。　周囲には教員になったり、企業に就




加した。 即売会にも積極的に出店した。編集者と知り合い、作品を売り込むことができ、仕事ももらえた。 「プロや読者から思いがけないフィードバックを得る機会にも恵まれ、より良い漫画をつくる工夫につな った」と山本さんは語る。作品づくりにも集中でき、多数のコンペティションやコンクールに応募、受賞して雑誌 掲載され 。　
着実にキャリアを歩んでおり、現在

























聞の未来を考えていたＭ田君、留学から帰ってきて、先輩としての目線でアドバイスをくれたＵ治田さん、Ｏ野さん。厳しくも温かく指導をしてくれた顧問の先生 活動のサポートをして れた広報室の方々、そして読者の方々、多くの人に支えられて編集長を務め上げることができまし 。　
次号からは叱咤激励の
うまい編集長 もと よりよい新聞をお届けできることでしょう。
（編集
長・西川大照＝社学３年）
次号は
２???
発行予定です
（月）
HALを開発
